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昭和32年 度 夏季公開講座講演要 旨

 本年度 食物学会主催 の夏季公開講座に関 しては前号に開講表のみを記 し、その

内容につ いては報告 し得なかつたので、 ここにその講演要 旨を本学学 生受講生 に

集録 していただ き掲載す る次第 である。

病 人 食

講 師

大食四
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 (京人助教授 医博)

高 橋 佐久子

 栄養学は栄養生埋を扱 う正態栄養学 と栄養病理 と食

餌療法を扱 う病態栄養学 とがあ る事を述べ られた後病

人食について次の様なお話を伺つた。

 熱量の必要量 の決め方には直接法,間 接法等がある

が,一 般には次式か ら計算 され る0式 中Bは 基礎代謝

量,xは 仕事に よる熱量 の増加率, yは 特殊動力作川
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であ り,正 常人では下式の値を とる。

 所要熱量 一(B+r.s)y

 正常人熱量e(1400+0.5×1400)×1.1-2,400Cal

病人に於てはB,YL, y,の 値が変つて来 る。 病人に

於て絶対安静状態で現状維持す るだけな らば1100cal

でよいが病気を良 くする為には1500Ca1以 上取 らね

ばな らぬ。腎臓患者に対 して蛋白制限を行 うが,こ の

場合も熱量の最低必要量は確保され ていなければなら

ない。病人食は其の病状に適 した ものが,計 算によつ

て作 られ るのであるか ら患者が全部喰べ る事が必要で

ある。人間を飢餓の状態に置 くと基礎代r量,体 重,

尿中窒素量が変化 して来 るが,之 の状況か ら判断 して

絶食の限度は1ケ 月位 と見 られ る。

 最近Vitamin剤 が盛んに用い られ る様になつたが

例えばB1の 一 日必要量は1mgで 有効に吸収され

る量で も3mg迄 でそれ以上は浪費である。ただ特殊

な場合の薬理的効果を 目的 とす る場合はそれ以上投与

した り注射す る場合があるが,一 般には必要量を毎日

摂 る事が効果的である。 この点強化食品は良いものと

云える。
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